
(57)【要約】

【課題】　ロボットの前腕で外部機器との干渉を起こさ

ず、前腕内部の空間を効率的に利用できるカメラ又は力

センサのケーブルの配線処理構造。

【解決手段】　カメラ（又は力センサ）及びハンド用、

モータ用等の制御ケーブルは、ロボット機構部内に引き

込まれ、モータ用制御ケーブルを順次分岐させながら前

腕１３まで導かれる。前腕１３の中空部を略円形断面を

持つ保護チューブ５０が通り、その一端が保護チューブ

支持部１５を介して片持ち構造で前腕支持部１４に支持

される。保護チューブ５０内には、視覚センサ用／力セ

ンサ用のセンサケーブル、手首駆動用モータの制御用及

びハンドの制御用のケーブル、空圧機器駆動用圧縮空気

配管等を含むケーブル乃至線条体５１～５５が挿通され

る。センサケーブルはシールド部材、シース部材でおお

われた状態とされ、モータの制御用／ハンドの制御用の

各ケーブルは、線材のまま挿通される。

【選択図】　　　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 構 造 の 前 腕 が 前 腕 支 持 部 に 対 し て 捻 回 可 能 に 支 持 さ れ た 機 構 の 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト と
、 該 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 視 覚 セ ン サ と を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス
テ ム の 前 記 視 覚 セ ン サ に 繋 が る セ ン サ ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 に お い て 、
　 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 画 像 信 号 ケ ー ブ ル 、 視 覚 セ ン サ 制 御 信 号 ケ ー ブ ル 及 び 視 覚 セ ン
サ 電 源 ケ ー ブ ル を 含 み 、
　 更 に 、 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 前 記 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用
ケ ー ブ ル 、 前 記 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機
器 駆 動 用 圧 縮 空 気 配 管 の 内 、 何 れ か の 線 条 体 又 は 何 れ か を 組 み 合 わ せ た 線 条 体 と 共 に 前 記
多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 中 空 部 を 通 さ れ 、
　 且 つ 、 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び 前 記 線 条 体 は 、 前 記 前 腕 内 部 に お い て 、 略 円 形 断 面 を 持
つ 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ン サ ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 像 信 号 ケ ー ブ ル 、 前 記 視 覚 セ ン サ 制 御 信 号 ケ ー ブ ル 及 び 前 記 視 覚 セ ン サ 電 源 ケ ー
ブ ル の 内 の 少 な く と も １ 本 は 、 シ ー ル ド 部 材 及 び シ ー ス 部 材 で 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の セ ン サ ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 中 空 構 造 の 前 腕 が 前 腕 支 持 部 に 対 し て 捻 回 可 能 に 支 持 さ れ た 機 構 の 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト と
、 該 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 力 セ ン サ と を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ
ム の 前 記 力 セ ン サ に 繋 が る セ ン サ ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 に お い て 、
　 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 前 記 力 セ ン サ の ひ ず み ゲ ー ジ の 検 出 デ ー タ 伝 送 用 信 号 ケ ー ブ ル
及 び 力 セ ン サ 電 源 ケ ー ブ ル を 含 み 、 且 つ シ ー ル ド 部 材 及 び シ ー ス 部 材 で 覆 わ れ て お り 、
　 更 に 、 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 前 記 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用
ケ ー ブ ル 、 前 記 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機
器 駆 動 用 圧 縮 空 気 配 管 の 内 、 何 れ か の 線 条 体 又 は 何 れ か を 組 み 合 わ せ た 線 条 体 と 共 に 前 記
多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 内 部 を 通 さ れ 、
　 且 つ 、 前 記 セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び 前 記 線 条 体 は 、 前 記 前 腕 内 部 に お い て 、 略 円 形 断 面 を 持
つ 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 セ ン サ ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 護 チ ュ ー ブ は 前 記 前 腕 支 持 部 に 片 持 ち 構 造 で 支 持 さ れ 、 且 つ 該 保 護 チ ュ ー ブ の 自
由 端 が 前 腕 中 空 構 造 内 部 に 延 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の 内 、 何
れ か １ 項 に 記 載 の セ ン サ ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び ／ 又 は 前 記 ロ ボ ッ ト に 取
り 付 け ら れ る ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル は 、 シ ー ス 部 材 で 覆 わ ず 、 個 別 の 線 材 の 絶 縁 部 材 に
有 機 フ ッ 素 化 合 物 を 含 有 す る 材 料 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 内 、
何 れ か １ 項 に 記 載 の セ ン サ ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 産 業 用 の ロ ボ ッ ト と 視 覚 セ ン サ あ る い は 力 セ ン サ を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に
お け る 視 覚 セ ン サ あ る い は 力 セ ン サ に 繋 が る セ ン サ ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ロ ボ ッ ト の 知 能 化 の た め に 、 視 覚 セ ン サ や 力 セ ン サ を ロ ボ ッ ト に 搭 載 す る ケ ー ス
が 増 え て い る 。 ロ ボ ッ ト に 視 覚 セ ン サ や 力 セ ン サ を 搭 載 す る 場 合 、 視 覚 セ ン サ や 力 セ ン サ
に 繋 が る セ ン サ ケ ー ブ ル を ロ ボ ッ ト に 実 装 す る 必 要 が あ る 。 ロ ボ ッ ト へ の セ ン サ ケ ー ブ ル
の 実 装 に あ た っ て は 、 ロ ボ ッ ト の 動 き に 伴 っ て セ ン サ ケ ー ブ ル が 周 囲 と 干 渉 を 起 こ し た り
、 セ ン サ ケ ー ブ ル に 大 き な 張 力 が か か っ た り し な い よ う に す る 必 要 が あ る 。 前 腕 が 捻 回 す
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る 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト に セ ン サ ケ ー ブ ル を 実 装 す る 場 合 は 、 そ の 前 腕 の 捻 回 運 動 に 伴 っ て セ
ン サ ケ ー ブ ル に よ る 干 渉 や 大 き な 張 力 の 問 題 が 発 生 し な い よ う に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 応 え る た め に 、 前 腕 が 捻 回 す る 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト に セ ン サ ケ ー ブ ル を 実 装 す る 場
合 に は 、 前 腕 を 中 空 構 造 と し 、 前 腕 支 持 部 を 通 っ て 前 腕 内 部 に セ ン サ ケ ー ブ ル を 配 線 す る
こ と が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 視 覚 セ ン サ や 力 セ ン サ に 繋 が る セ ン サ ケ ー ブ ル は 微 弱 な 信
号 を 扱 う も の で あ る こ と か ら 、 ノ イ ズ に 対 す る 高 い 耐 性 も 要 求 さ れ る 。 こ の 要 求 に 対 し て
は 、 シ ー ル ド 付 の ケ ー ブ ル を 採 用 す る こ と が 一 つ の 解 決 策 と な っ て い る 。
　 一 方 、 こ の 前 腕 支 持 部 の 内 部 か ら 前 腕 内 部 に は ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御
用 ケ ー ブ ル 等 が 既 に 配 線 さ れ て い る こ と が あ る 。 こ の モ ー タ 制 御 用 ケ ー ブ ル に は 、 限 ら れ
た 空 間 内 へ の 配 線 と と も に 柔 軟 な 動 き が 求 め ら れ る こ と か ら 、 ケ ー ブ ル の 外 皮 に あ た る シ
ー ス の な い 個 別 線 材 が 用 い ら れ て い る 。 従 っ て 、 こ の よ う な シ ー ス が な く 傷 み 易 い 個 別 線
材 と 、 上 記 の シ ー ル ド 付 の セ ン サ ケ ー ブ ル と を ど の よ う に 配 線 す る か が １ つ の 問 題 と な る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 に 対 す る １ つ の 解 決 策 が 下 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ は 、 ロ ボ
ッ ト 前 腕 周 辺 で 外 部 機 器 と の 干 渉 を 起 こ さ な い カ メ ラ 又 は 力 セ ン サ の ケ ー ブ ル の 配 線 処 理
構 造 に 関 す る 発 明 を 開 示 し た も の で 、 保 護 チ ュ ー ブ 内 に シ ー ス が な く 傷 み 易 い 個 別 線 材 を
収 容 し て 配 線 す る と と も に 、 同 保 護 チ ュ ー ブ の 外 周 に 螺 旋 状 に シ ー ル ド 付 の セ ン サ ケ ー ブ
ル を 配 線 し た も の で あ る 。 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は そ の 様 子 を 例 示 し た 図 で あ り 、 各 図 に お
い て 、 符 号 ９ １ 、 ９ ２ は 夫 々 保 護 チ ュ ー ブ を 表 わ し て い る 。 図 １ （ ａ ） に 示 し た 例 で は 、
画 像 信 号 用 ケ ー ブ ル と カ メ ラ 制 御 信 号 用 ケ ー ブ ル を 組 み 合 わ せ た ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ
ル 、 及 び 、 セ ン サ 電 源 ケ ー ブ ル が 、 夫 々 シ ー ル ド 部 材 ８ １ 、 ８ ２ で 覆 わ れ た 状 態 で 、 保 護
チ ュ ー ブ ９ １ の 外 周 部 に 螺 旋 状 に 取 回 し さ れ 、 ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 回 転 動 作 時 に ね じ り を 吸
収 で き る よ う に 処 理 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ れ 以 外 の ケ ー ブ ル （ モ ー タ 制 御 用 ケ ー ブ ル 、
ハ ン ド 制 御 用 ケ ー ブ ル 等 ） は 、 保 護 チ ュ ー ブ ９ １ 内 に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 例 で は 、 画 像 信 号 用 ケ ー ブ ル と 、 カ メ ラ 制 御 信 号 用 ケ ー ブ ル
を 組 み 合 わ せ た ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル の み を シ ー ル ド ８ １ で 覆 う 構 造 と し 、 そ れ 以 外
の ケ ー ブ ル （ セ ン サ 電 源 ケ ー ブ ル 、 モ ー タ 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 ハ ン ド 制 御 用 ケ ー ブ ル 等 ） は
、 保 護 チ ュ ー ブ ９ ２ に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 配 線 構 造 を 採 用 す れ ば 、 ロ ボ ッ ト の 前 腕 内 に お け る 各 ケ ー ブ ル の 自 由 度 を 大
き く す る こ と が 可 能 に な る の で 、 ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 捻 回 運 動 に よ っ て カ メ ラ 用 又 は 力 セ ン
サ 用 ケ ー ブ ル に 曲 げ や 捻 り の 力 が 繰 り 返 し 作 用 し て も 、 そ れ に よ り 各 ケ ー ブ ル が 短 期 間 で
傷 む こ と は な く 、 寿 命 の 短 縮 を 防 止 す る 上 で 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ０ ７ ３ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た よ う に 、 従 来 の ケ ー ブ ル 配 線 処 理 構 造 で は 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 装 着 さ
れ た 視 覚 セ ン サ （ 又 は 力 セ ン サ ） の た め の セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 保 護 チ ュ ー ブ の 外 周 に 螺 旋
状 に 取 り 回 さ れ る こ と か ら 、 セ ン サ ケ ー ブ ル も 含 め た ケ ー ブ ル 束 の 外 径 が 大 き く な り 、 前
腕 内 部 と 前 腕 支 持 部 内 部 の 中 空 穴 径 を そ の 分 大 き く す る 必 要 が 生 じ 、 空 間 の 利 用 効 率 が 悪
か っ た 。 ま た 、 螺 旋 状 に 取 り 回 さ れ た セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 前 腕 を セ ン サ ケ ー ブ ル の 螺 旋 を
解 く 方 向 に 捻 回 し た 際 に 、 セ ン サ ケ ー ブ ル が 外 側 に 向 か っ て 広 が る た め 、 螺 旋 状 に 取 り 回
し た セ ン サ ケ ー ブ ル を 更 に 保 護 チ ュ ー ブ で 覆 う な ど し て 、 前 腕 内 壁 と の 接 触 に よ り セ ン サ
ケ ー ブ ル が 損 傷 を 受 け な い よ う な 手 段 を 講 じ る 必 要 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 回 避 し 、 セ ン サ ケ ー ブ ル を 前 腕 内 部 に 納 め る こ と が で き る
よ う に 改 良 さ れ た ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に お け る セ ン サ 用 ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 シ ー ル ド 付 と さ れ る こ と が 多 い セ ン サ ケ ー ブ ル と 、 シ ー ス を 持 た な い こ と が
通 例 と な っ て い る 他 の 個 別 線 材 を 一 緒 に 前 腕 支 持 部 の 内 部 か ら 前 腕 内 部 に 通 す こ と で 、 ケ
ー ブ ル の 周 囲 と の 干 渉 を な く す と と も に 、 ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 捻 回 動 作 に 伴 う ケ ー ブ ル の 寿
命 短 縮 を 緩 や か に し た セ ン サ ケ ー ブ ル 処 理 構 造 を 提 案 す る こ と に よ っ て 上 記 課 題 を 解 決 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 即 ち 、 本 発 明 で は 、 中 空 構 造 の 前 腕 が 前 腕 支 持 部 に 対 し て 捻 回 可 能 に 支 持 さ れ た 機 構 の
多 関 節 型 ロ ボ ッ ト と 、 該 多 関 節 型 ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 視 覚 セ ン サ 又
は 力 セ ン サ と を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に お い て 、 前 記 視 覚 セ ン サ 又 は 力 セ ン サ に 繋 が る セ
ン サ ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 を 改 良 し 、 ロ ボ ッ ト の 前 腕 内 部 を 空 間 効 率 よ く 通 せ る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム が ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 視 覚 セ ン サ
を 含 む 場 合 に は 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル と し て 、 画 像 信 号 ケ ー ブ ル 、 視 覚 セ ン サ 制
御 信 号 用 ケ ー ブ ル 、 視 覚 セ ン サ 電 源 ケ ー ブ ル を 含 む も の を 用 い る 。 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ
ー ブ ル は 、 通 常 、 シ ー ル ド 部 材 で 覆 わ れ た 状 態 と し 、 更 に そ の 外 側 を シ ー ス 部 材 で 覆 わ れ
た 状 態 と す る が 、 シ ー ル ド 部 材 、 シ ー ス 部 材 の 一 方 ま た は 両 方 を 省 略 す る ケ ー ス も あ り 得
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル は ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー
ブ ル 、 ロ ボ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機 器 駆 動 用 圧 縮 空 気
配 管 の 内 、 い ず れ か の 線 条 体 又 は 何 れ か を 組 み 合 わ せ た 線 条 体 と 共 に ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 中
空 部 を 通 す よ う に 配 線 す る 。 こ こ で 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び 線 状 体 を ロ ボ ッ ト
の 前 腕 に 通 す に あ た っ て 、 略 円 形 断 面 を 持 つ 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ せ る 。
次 に 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム が ロ ボ ッ ト の 手 首 先 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 力 セ ン サ を 含 む 場 合
に は 、 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル と し て 、 力 セ ン サ 内 の ひ ず み ゲ ー ジ の 検 出 デ ー タ 伝 送 用
信 号 ケ ー ブ ル 、 及 び 、 力 セ ン サ 用 電 源 ケ ー ブ ル を 含 む も の を 用 い る 。 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ
ー ブ ル は 、 通 常 、 シ ー ル ド 部 材 で 覆 わ れ た 状 態 と し 、 更 に そ の 外 側 を シ ー ス 部 材 で 覆 わ れ
た 状 態 と す る が 、 シ ー ル ド 部 材 、 シ ー ス 部 材 の 一 方 ま た は 両 方 を 省 略 す る ケ ー ス も あ り 得
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル は ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ
ル 、 ロ ボ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機 器 駆 動 用 圧 縮 空 気 配
管 の 内 、 い ず れ か の 線 条 体 又 は 何 れ か を 組 み 合 わ せ た 線 条 体 と 共 に ロ ボ ッ ト の 前 腕 の 中 空
部 を 通 す よ う に 配 線 す る 。 こ こ で 、 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び 線 状 体 を ロ ボ ッ ト の 前
腕 に 通 す に あ た っ て 、 略 円 形 断 面 を 持 つ 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 略 円 形 断 面 を 持 つ 保 護 チ ュ ー ブ を 前 腕 支 持 部 に 片 持 ち 構 造 で 支 持 し 、 且 つ 、 保
護 チ ュ ー ブ の 自 由 端 が 前 腕 中 空 内 部 に 延 び て い る よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ボ ッ
ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び ／ 又 は ロ ボ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る ハ ン
ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル は 、 シ ー ス 部 材 で 覆 わ ず 、 個 別 の 線 材 の 絶 縁 部 材 に 有 機 フ ッ 素 化 合 物
を 含 有 す る 材 料 を 用 い 、 個 別 線 材 間 及 び 個 別 線 材 と シ ー ス 部 材 で 覆 わ れ た セ ン サ ケ ー ブ ル
と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 さ せ 、 こ れ ら の 線 材 と ケ ー ブ ル 間 の 相 対 的 な 動 き を 拘 束 し な い よ
う に す る こ と で 、 こ れ ら の 線 材 と ケ ー ブ ル が 損 傷 す る こ と も 防 止 さ れ る 。
な お 、 上 記 の 各 ケ ー ス に お い て 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル あ る い は 力 セ ン サ 用 セ ン サ
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ケ ー ブ ル を 、 ロ ボ ッ ト 前 腕 の 後 部 の 回 転 軸 中 心 付 近 か ら 同 前 腕 の 内 部 に 通 し 、 同 前 腕 の 前
部 片 側 側 面 よ り 外 部 に 引 き 出 す よ う に し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル 又 は 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル を ロ ボ ッ ト
の 前 腕 内 に 支 障 な く 通 す こ と が で き 、 同 前 腕 の 周 辺 部 分 に お け る 周 辺 機 器 と の 干 渉 が 回 避
で き る と と も に 、 セ ン サ ケ ー ブ ル を 通 す た め に 前 腕 内 部 と 前 腕 支 持 部 内 部 を 大 き く 拡 張 す
る こ と な く 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 ２ 以 下 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 実 施 形 態
は 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 付 近 に 視 覚 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ 、 使 用 さ れ る ケ ー ブ ル は 視 覚 セ ン サ
用 セ ン サ ケ ー ブ ル で あ る ケ ー ス を 中 心 に 説 明 す る 。 但 し 、 視 覚 セ ン サ を 力 セ ン サ に 置 き 換
え 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル を 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル に 置 き 換 え る こ と が 可 能 な
の で 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 付 近 に 力 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ 、 使 用 さ れ る ケ ー ブ ル が 力 セ ン サ 用
セ ン サ ケ ー ブ ル で あ る ケ ー ス に つ い て も 、 適 宜 括 弧 書 き で 書 き 添 え る こ と に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 本 発 明 を 適 用 し て 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル (又 は 力 セ ン サ 用 ケ ー ブ ル )が 前
腕 に 内 蔵 さ れ る ロ ボ ッ ト を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 同 図 に 示
し た よ う に 、 ロ ボ ッ ト （ 機 構 部 ） １ ０ の 手 首 先 端 近 傍 に は 、 視 覚 セ ン サ （ 又 は 力 セ ン サ ）
Ｃ ／ Ｓ 及 び ハ ン ド ５ が 搭 載 さ れ て お り 、 こ の セ ン サ Ｃ ／ Ｓ は セ ン サ 制 御 部 ３ ０ に 制 御 ケ ー
ブ ル Ｃ Ｂ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 視 覚 セ ン サ が 使 用 さ れ る 場 合 、 セ ン サ 制 御 部 ３ ０ に は 視 覚 セ ン サ の た め の 画 像 処 理 装 置
が 含 ま れ る 。 ま た 、 力 セ ン サ が 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 セ ン サ 制 御 部 ３ ０ に は ひ ず み ゲ ー ジ
の 出 力 を 例 え ば ６ 軸 力 に 変 換 す る 装 置 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ロ ボ ッ ト 機 構 部 １ ０ の 各 軸 の モ ー タ の 駆 動 制 御 と ハ ン ド の 駆 動 制 御 は 、 ロ ボ ッ ト 制 御 部
２ ０ で 行 わ れ る 。 そ の た め の ケ ー ブ ル は 制 御 ケ ー ブ ル Ｃ Ｂ に 含 ま れ て い る 。 な お 、 セ ン サ
制 御 部 ３ ０ は ロ ボ ッ ト 制 御 部 ２ ０ の 中 に 組 み 込 ま れ る 場 合 も あ る 。 産 業 用 ロ ボ ッ ト で は 、
こ れ ら の ケ ー ブ ル は ロ ボ ッ ト 周 辺 の 機 器 と の 干 渉 を 避 け る 目 的 で 、 ロ ボ ッ ト の ア ー ム と 一
体 的 に 構 成 さ れ て い る 方 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ３ は 実 施 形 態 で 採 用 さ れ る ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン グ の 概 略 を 正 面 図 （ ａ ） 及 び
右 側 面 図 （ ｂ ） で 示 し た も の で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン
グ に つ い て 、 前 腕 付 近 に お け る ケ ー ブ ル 取 り 回 し の 様 子 を 示 す 拡 大 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図
３ に 示 し た ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン グ に つ い て 、 や や 詳 し く 示 し た 図 で 、 （ ａ ） は 上 面 図 、
（ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 図 を 参 照 す る と 、 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び ハ ン ド 用 制 御 ケ ー ブ ル 及 び
サ ー ボ モ ー タ 用 制 御 ケ ー ブ ル 等 の 諸 ケ ー ブ ル は 、 制 御 ケ ー ブ ル Ｃ Ｂ （ 破 線 及 び 実 線 ） で 代
表 描 示 さ れ て お り 、 制 御 装 置 （ 図 ２ に お け る ロ ボ ッ ト 制 御 部 ２ ０ あ る い は セ ン サ 制 御 部 ３
０ ） か ら ロ ボ ッ ト 本 体 ベ ー ス の 後 方 の コ ネ ク タ 付 の 分 線 盤 を 介 し 、 ロ ボ ッ ト 機 構 部 内 に 引
き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 視 覚 セ ン サ に 代 え て 力 セ ン サ が ロ ボ ッ ト １ ０ に 取 り 付 け ら れ る 場 合 に は 、 力 セ ン サ 用 セ
ン サ ケ ー ブ ル 及 び ハ ン ド 用 制 御 ケ ー ブ ル が 、 制 御 装 置 （ 図 ２ に お け る ロ ボ ッ ト 制 御 部 ２ ０
あ る い は セ ン サ 制 御 部 ３ ０ ） か ら ロ ボ ッ ト 本 体 ベ ー ス の 後 方 の コ ネ ク タ 付 の 分 線 盤 ３ を 介
し 、 ロ ボ ッ ト 機 構 部 １ ０ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 制 御 ケ ー ブ ル Ｃ Ｂ に は 、 電 気 信 号 や 電 力 を 伝
送 す る 諸 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 以 外 の ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 、 例 え ば 空 圧 機 器 駆 動 用 の 圧 縮 空

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-144610 A 2005.6.9



気 配 管 が 含 ま れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ロ ボ ッ ト 機 構 部 １ ０ 内 に 引 き 込 ま れ た 制 御 ケ ー ブ ル Ｃ Ｂ は 、 旋 回 胴 の 中 心 の 中 空 部 を 通
さ れ 、 サ ー ボ モ ー タ 制 御 ケ ー ブ ル か ら 一 部 分 岐 し た ケ ー ブ ル は 、 第 １ 軸 駆 動 モ ー タ 及 び 第
２ 軸 駆 動 モ ー タ に 接 続 さ れ る （ 詳 細 は 図 示 省 略 ） 。
　 残 り の ケ ー ブ ル は 、 上 腕 １ ２ に 沿 っ て ロ ボ ッ ト ア ー ム に 内 蔵 さ れ 、 前 腕 １ ３ ま で 導 か れ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 腕 １ ３ ま で 導 か れ て 以 降 に つ い て は 、 ケ ー ブ ル 取 回 し の 様 子 を 示 す 拡 大 図 ４ （ ａ ） 、
（ ｂ ） 及 び や や 詳 細 を 示 し た 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 特 に 参 照 す る 。 前 腕 １ ３ ま で 導 か れ た
制 御 ケ ー ブ ル Ｃ Ｂ は 、 サ ー ボ モ ー タ 制 御 ケ ー ブ ル か ら 一 部 分 岐 し た ケ ー ブ ル が 、 そ れ ぞ れ
ギ ア 付 の 第 ３ 軸 駆 動 モ ー タ （ Ｊ ３ モ ー タ ） 及 び 第 ４ 軸 駆 動 モ ー タ （ Ｊ ４ モ ー タ ） へ 接 続 さ
れ 、 残 り の ケ ー ブ ル は 前 腕 内 部 に 通 さ れ る 。 ク ラ ン プ 部 材 ４ １ は 、 前 腕 手 前 に 設 け ら れ た
ク ラ ン プ 部 材 で 、 こ こ か ら Ｊ ３ モ ー タ 及 び Ｊ ４ モ ー タ の た め の 制 御 ケ ー ブ ル が 分 岐 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 腕 １ ３ の 内 部 を 通 さ れ た 視 覚 セ ン サ 用 あ る い は 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル は 、 前 腕 １
３ の 先 端 出 口 側 に 設 け ら れ た ク ラ ン プ 部 材 ４ ２ へ 向 か い 、 そ こ か ら Ｊ ５ モ ー タ 及 び Ｊ ６ モ
ー タ の た め の 制 御 ケ ー ブ ル が 分 岐 し て い る 。 残 り の 視 覚 セ ン サ 又 は 力 セ ン サ 用 と ハ ン ド 用
制 御 ケ ー ブ ル が 前 腕 １ ３ の 前 部 の 片 側 側 面 か ら 前 腕 １ ３ の 外 に 引 き 出 さ れ 、 更 に 、 前 腕 の
側 面 に 沿 っ て 配 線 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 ４ ３ を 経 て 、 あ る 余 長 を 持 た せ た 状 態 で 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ 取 付 面 ４ ４ ま で 導 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ 取 付 面 ４ ４ ま で 導 か れ た 制 御 ケ ー ブ ル は 、 視 覚 セ ン サ 又 は 力 セ ン サ Ｃ
／ Ｓ と ハ ン ド ５ を オ フ セ ッ ト し て 取 り 付 け る 為 に 設 け ら れ た 部 材 の 空 間 を 利 用 し て 、 制 御
ケ ー ブ ル を 周 回 さ せ た 状 態 で 収 め ら れ 、 最 終 的 に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ 取 付 面 ４ ４ に 取 り 付
け ら れ た 視 覚 セ ン サ 又 は 力 セ ン サ Ｃ ／ Ｓ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ て 、 前 腕 回 転 動 作 時 に は 、 前 腕 １ ３ 内 を 通 る ケ ー ブ ル は 、 回 転 軸 近 傍 で 繰 り 返 し 曲 げ
・ 捻 り の 作 用 を 受 け る 為 、 構 造 上 の 工 夫 を 施 さ な い 限 り 、 寿 命 短 縮 が 著 し く 、 実 施 の 使 用
上 支 障 を 来 す こ と に な る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 視 覚 セ ン サ 用 あ る い は 力 セ ン サ 用 の
セ ン サ ケ ー ブ ル を 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 ハ ン ド の 制 御 用
ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機 器 駆 動 用 圧 縮 空 気 配 管 と 共 に 略 円 形 断 面 を 持 つ 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通
し 、 前 腕 １ ３ の 中 空 部 に 通 す 構 造 を 採 用 す る 。 こ の 様 子 を 示 し た も の が 図 ６ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 同 図 に 示 し た よ う に 、 前 腕 支 持 部 １ ４ で 支 持 さ れ た 前 腕 １ ３ の 中 空 部 を 略 円 形 断 面 を 持
つ 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ が 通 っ て お り 、 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ の 右 端 部 （ 根 元 側 ） が 保 護 チ ュ ー ブ
支 持 部 １ ５ を 介 し て 片 持 ち 構 造 で 前 腕 支 持 部 １ ４ に 支 持 さ れ て い る 。 符 号 Ａ － Ａ は 前 腕 １
３ の 回 転 軸 線 を 表 し て い る 。 保 護 チ ュ ー ブ 支 持 部 １ ５ は 、 前 腕 支 持 部 １ ４ と 一 体 構 造 と す
る こ と が で き る が 、 別 体 で 構 成 し て 適 当 な 固 定 手 段 に よ り 、 前 腕 支 持 部 １ ４ に 固 定 し て も
良 い 。 こ の よ う に し て 片 持 ち 構 造 で 支 持 さ れ た 保 護 チ ュ ー ブ の 自 由 端 は 、 前 腕 １ ３ の 中 空
構 造 内 部 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ 内 に 、 複 数 本 の ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ５ １ ～ ５ ５ が 挿 通 さ
れ て い る 。 こ れ ら ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ５ １ ～ ５ ５ に は 、 上 記 し た 通 り 、 視 覚 セ ン サ 用 あ る
い は 力 セ ン サ 用 の セ ン サ ケ ー ブ ル 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、
ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ ル 、 及 び 空 圧 機 器 駆 動 用 圧 縮 空 気 配 管 が 含 ま れ て い る 。 な お 、 こ こ
で は 図 示 の 都 合 上 ５ 本 の ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 を 符 号 で 示 し た が 、 実 際 の 総 本 数 は 、 数 本 ～
１ ０ ０ 本 、 場 合 に よ っ て は そ れ 以 上 の 本 数 と な る ケ ー ス も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ は そ の 内 面 が 、 内 部 に 挿 通 さ れ る ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 の 一 部 （ 例 え ば
５ １ 、 ５ ５ ） と の 接 触 に よ り 、 そ れ ら ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 を 傷 つ け な い よ う に 、 例 え ば テ
フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） な ど の ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 と の 滑 り 摩 擦 が 小 さ い 材 料 か ら な る も の を
用 い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ は 片 持 ち 構 造 で も 自 由 端 が 前 腕 中 空 壁 面
と 接 触 し な い 程 度 の 剛 性 が あ る と 同 時 に 、 挿 通 す る ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 に 無 理 な 力 が 掛 か
ら な い よ う な 柔 軟 性 も 持 ち 合 わ せ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ の 自 由 端 の 口 元 の 内 側 角 に 丸 み を 持 た せ る か 、 面 取 り を す る な
ど し て 、 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 と の 接 触 圧 力 を 低 減 さ せ 、 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 が 損 傷 し な い
よ う に し て も 良 い 。 　
　 ま た 、 前 腕 の 捻 回 運 動 に 伴 っ て 、 挿 通 す る ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 同 士 （ 例 え ば セ ン サ ケ ー
ブ ル と 空 圧 配 管 ） が 互 い に 絡 み 合 い 、 損 傷 す る こ と の な い よ う に 、 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ の 内
径 は 、 挿 通 す る ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ５ １ ～ ５ ５ の 束 に 対 し て 適 度 な 隙 間 を 保 つ よ う に す る
こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 大 径 部 １ ６ と 小 径 部 １ ７ を 持 つ 円 筒 状 の 位 置 決 め 部 材
１ ８ を 利 用 し て 、 こ の 隙 間 を 確 保 し て い る 。 即 ち 、 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ５ １ ～ ５ ５ を 小 径
部 １ ７ で 束 ね て 拘 束 す る と と も に 、 大 径 部 １ ６ を 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ の 端 部 外 周 に 嵌 合 す る
こ と で 、 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ５ １ ～ ５ ５ と 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ の 内 周 面 と の 隙 間 を 保 っ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ 内 に 挿 通 さ れ る 視 覚 セ ン サ 用 あ る い は 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー
ブ ル は 、 複 合 ケ ー ブ ル を 形 成 し て お り 、 画 像 信 号 ・ 視 覚 セ ン サ 制 御 信 号 用 又 は 検 出 信 号 伝
送 用 信 号 ケ ー ブ ル と 、 視 覚 セ ン サ 用 又 は 力 セ ン サ 用 電 源 ケ ー ブ ル を ま と め て シ ー ル ド 部 材
で 覆 い 、 そ の 外 側 を 更 に シ ー ス 部 材 で 覆 っ た 構 造 を 有 し て い る 。 そ の よ う な 複 合 ケ ー ブ ル
の 例 を 図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ （ ａ ） に 示 し た 例 で は 、 カ メ ラ 用 あ る い は 力 セ ン サ 用 ケ ー ブ ル は 、 画 像 信 号 ・ カ メ
ラ 制 御 信 号 用 又 は 検 出 信 号 伝 送 用 ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル ６ １ （ 信 号 線 ６ １ ａ 及 び ６ １
ｂ で 構 成 ） と 、 カ メ ラ 用 又 は 力 セ ン サ 用 電 源 ケ ー ブ ル ６ ２ （ 給 電 線 ６ ２ ａ 及 び ６ ２ ｂ で 構
成 ） を ま と め て シ ー ル ド ７ ０ で 覆 い 、 そ の 外 側 を 更 に シ ー ス ６ ０ で 覆 っ た 構 造 を 有 し て い
る 。 ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル ６ １ に は 同 軸 信 号 ケ ー ブ ル を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 し た 例 で は 、 画 像 信 号 ・ カ メ ラ 制 御 信 号 用 又 は 検 出 信 号 伝 送 用 ツ
イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル ６ １ （ ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ ） と カ メ ラ 用 又 は 力 セ ン サ 用 電 源 ケ ー ブ ル
６ ２ （ ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ） を 個 別 に シ ー ル ド ８ １ 及 び ８ ２ で 覆 う 構 造 と し た 。 但 し 、 こ れ ら
の 例 に お い て 、 保 護 チ ー ブ ５ ０ 内 で 、 シ ー ス ６ ０ と シ ー ル ド ７ ０ を 除 去 す る こ と も 有 り 得
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 セ ン サ ケ ー ブ ル を 他 の ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 と と も に 保 護 チ ュ ー ブ ５ ０ に 挿
通 し た 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 手 首 を 駆 動 す る モ ー タ の 制 御 用 ケ ー ブ ル や ハ ン ド の 制 御 用 ケ ー ブ
ル は シ ー ス 部 材 で 覆 わ ず 、 個 別 の 線 材 の ま ま 挿 通 し た 方 が 占 有 領 域 を 節 約 で き 、 ケ ー ブ ル
の 束 を コ ン パ ク ト に す る 上 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 但 し 、 そ の 場 合 に は 、 セ ン サ ケ ー ブ ル を 覆 う シ ー ス が 存 在 す る 通 常 の ケ ー ス で は 、 同 シ
ー ス と の 擦 れ が 生 じ る た め 、 個 別 の 線 材 の 絶 縁 部 材 に は 有 機 フ ッ 素 化 合 物 を 含 有 す る 材 料
、 具 体 的 に は テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 製 の 材 料 か ら な る も の を 用 い る こ と で 、 ケ ー ブ ル 乃 至
線 条 体 間 の 潤 滑 性 を 高 め 、 そ れ ら ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体 ケ ー ブ ル の 損 傷 を 抑 え る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ は 視 覚 セ ン サ あ る い は 力 セ ン サ の い ず れ か で
あ る と し た が 、 両 者 を 同 時 に ロ ボ ッ ト の 手 首 付 近 に 取 り 付 け ら れ る こ と も あ り 得 る 。 そ の
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場 合 に も 、 上 述 し た と 同 様 の セ ン サ ケ ー ブ ル 処 理 構 造 で 前 腕 内 に 収 め る こ と が で き る こ と
は 、 特 に 説 明 を 要 し な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た ロ ボ ッ ト シ ス テ ム で は 、 ケ
ー ブ ル の 取 り 回 し の た め に 周 囲 へ 出 張 る 部 分 を 作 ら ず に 、 視 覚 セ ン サ 又 は 力 セ ン サ ま で 視
覚 セ ン サ 用 又 は 力 セ ン サ 用 ケ ー ブ ル を 取 り 回 す こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 ロ ボ ッ ト の
前 腕 周 辺 に お け る 周 辺 機 器 と の 干 渉 の 問 題 が 解 消 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に お け る セ ン サ 用 ケ ー ブ ル の 配 線 処 理 構 造 に つ い て 、 ２ つ の 例 （ ａ ） 、
（ ｂ ） を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ た 視 覚 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル （ 又 は 力 セ ン サ 用 セ ン サ ケ ー ブ ル ）
が 前 腕 に 内 蔵 さ れ る ロ ボ ッ ト を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 全 体 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 で 採 用 さ れ る ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン グ の 概 略 を 、 正 面 図
（ ａ ） 、 右 側 面 図 （ ｂ ） で 示 し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 図 3に 示 し た ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン グ に つ い て 、 前 腕 部 に お け る ケ ー ブ ル 取 り 回
し 様 子 を 拡 大 し て 示 し た 正 面 図 （ ａ ） 、 右 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 し た ケ ー ブ ル の ル ー テ ィ ン グ に つ い て 説 明 す る 図 で 、 上 面 図 （ ａ ） 、 側
面 図 （ ｂ ） の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 視 覚 セ ン サ 用 (又 は 力 セ ン サ 用 )セ ン サ ケ ー ブ ル 及 び 線 状 体 を ロ ボ ッ ト の 前 腕 に 通
す に あ た っ て 、 保 護 チ ュ ー ブ に 挿 通 し 、 保 護 チ ュ ー ブ は 前 腕 支 持 部 に 片 持 ち 構 造 で 支 持 し
、 且 つ 保 護 チ ュ ー ブ の 自 由 端 が 前 腕 中 空 内 部 に 延 び て い る こ と に つ い て 説 明 す る 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 発 明 で 使 用 さ れ る カ メ ラ 用 又 は 力 セ ン サ 用 ケ ー ブ ル の 断 面 構 造 を 示 し た も の で
、 （ ａ ） は シ ー ル ド 及 び シ ー ス 内 に あ る 例 を 示 し 、 （ ｂ ） は ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル と
電 源 ケ ー ブ ル を 個 別 に シ ー ル ド で 覆 っ た 例 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 ロ ボ ッ ト
　 ２ 　 ロ ボ ッ ト 本 体 の ベ ー ス
　 ３ 　 コ ネ ク タ 付 の 分 線 盤
　 ４ 、 １ ３ 　 前 腕
　 ５ 　 ハ ン ド
　 ９ 　 ハ ン ガ
　 １ ０ 　 ロ ボ ッ ト 機 構 部
　 １ １ 　 旋 回 胴
　 １ ２ 　 上 腕
　 １ ４ 　 前 腕 支 持 部
　 １ ５ 　 保 護 チ ュ ー ブ 支 持 部
　 １ ６ 　 大 径 部
　 １ ７ 　 小 径 部
　 １ ８ 　 位 置 決 め 部 材
　 ２ ０ 　 ロ ボ ッ ト 制 御 部
　 ３ ０ 　 セ ン サ 制 御 部
　 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 　 ク ラ ン プ 部 材
　 ４ ４ 　 エ ン ド エ フ ェ ク タ 取 付 面
　 ５ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 　 保 護 チ ュ ー ブ
　 ５ １ ～ ５ ５ 　 ケ ー ブ ル 乃 至 線 条 体
　 ６ ０ 　 シ ー ス
　 ６ １ 　 ツ イ ス ト ペ ア 信 号 ケ ー ブ ル
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　 ６ ２ 　 電 源 ケ ー ブ ル
　 ７ ０ 、 ８ １ 、 ８ ２ 　 シ ー ル ド （ シ ー ル ド 部 材 ）
　 Ｃ Ｂ 　 制 御 ケ ー ブ ル
　 Ｃ ／ Ｓ 　 カ メ ラ 又 は 力 セ ン サ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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